
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
・
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
課
あ
る
田
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
晋
法
上
の
「
女
不
課
」
「
遠
夷
不

5
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@
批
評
・
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
課
田
者
」
の
不
課
ぼ
、
全
て
給
田
し
て
租
調
を
徴
集
す
る
が
、
力
役
の
み
を
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
遠
夷
の
出
す
義
米
は
力
役
に
服
し
な
い
代
り
に
出
す
銭

　
　
　
　
　
’
均
田
法
と
そ
の
税
役
制
度
　
　
　
　
曾
我
部
艀
雄
薯
　
　
　
　
米
の
意
で
、
唐
令
の
丁
税
銭
、
南
宋
の
義
役
、
義
銭
と
同
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
廿
八
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
官
品
所
有
者
に
封
す
る
占
田
は
後
世
の
位
田
に
相
當
し
、
井
田
法
の
圭
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
本
雄
辮
會
講
談
冠
　
　
　
　
、
　
　
　
制
度
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
晋
法
が
右
の
様
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
到
三
七
六
頁
．
一
〇
〇
〇
圓
　
　
　
　
ば
・
當
然
、
選
受
規
定
が
俘
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
井
田
法

　
　
　
中
國
経
濟
史
、
殊
に
均
田
法
及
び
税
役
制
度
に
關
し
て
、
多
年
研
讃
を
究
め
　
　
．
の
場
合
と
同
じ
く
、
受
田
の
灌
利
に
甥
し
、
税
役
の
義
務
が
生
す
る
の
で
あ
る

　
　
て
來
た
著
者
が
、
本
書
を
世
に
公
に
す
る
に
當
り
、
そ
の
序
に
言
う
「
私
は
最
　
　
か
ら
、
還
受
規
定
は
無
く
と
も
、
給
田
規
定
の
中
に
自
ら
包
含
さ
れ
る
。
晋
の

　
　
近
五
、
六
年
間
は
、
專
ら
こ
の
書
の
刊
行
の
み
・
を
念
願
U
て
來
た
。
そ
れ
が
今
　
　
占
課
田
法
の
み
な
ら
す
、
上
は
井
田
法
よ
り
下
は
唐
の
均
田
法
に
至
る
ま
で
、

　
　
實
現
す
る
の
で
あ
る
。
全
く
文
字
通
り
私
の
心
の
中
は
喜
び
に
漏
ち
て
い
る
」
　
　
全
て
土
地
國
有
制
の
基
盤
の
上
に
立
つ
土
地
税
役
制
度
が
崩
壊
す
る
と
、
土
地

　
　
と
・
全
く
著
者
會
心
の
作
た
る
こ
と
は
こ
の
言
に
よ
つ
て
明
か
で
あ
る
。
そ
こ
　
　
私
有
制
度
に
移
行
す
る
。
こ
の
際
、
必
す
人
民
の
土
地
所
有
面
積
に
甥
懸
し
て
　
　
一
，

　
　
で
以
下
・
薯
者
の
所
謂
本
書
の
特
色
と
す
る
威
を
中
心
に
、
内
容
の
大
体
を
述
　
　
畝
税
が
徴
集
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
き
ま
り
文
句
と
し
て
何
時
も
史
籍
に
　
7
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ぺ
る
こ
と
乞
よ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
て
來
る
の
は
「
初
税
畝
」
で
あ
る
。
　
　
　
・
　
　
　
一

　
　
　
①
晋
の
土
地
法
は
税
役
法
と
と
も
に
成
立
す
る
も
の
で
、
何
れ
か
一
方
を
　

②
南
北
朝
時
代
全
般
に
つ
い
て
述
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
氏
濁
自

　
　
切
離
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
晋
の
税
役
法
は
劃
一
的
な
も
の
で
、
こ
れ
は
當
然
　
　
の
見
解
の
み
を
拾
つ
て
行
く
と
、
課
役
即
力
役
と
の
考
え
か
ら
、
全
役
、
孚
役
。

　
　
劃
一
的
な
給
田
の
反
封
給
付
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
晋
　
　
全
丁
、
孚
丁
。
正
課
、
孚
課
。
正
丁
男
、
次
丁
男
、
等
の
語
を
解
明
し
た
こ
と
、

　
　
の
土
地
法
は
、
土
地
國
有
制
を
基
盤
と
す
る
周
の
井
田
法
の
流
を
汲
む
も
の
で
、
　
北
齊
の
代
蓬
戸
は
鮮
卑
族
出
身
の
執
事
官
の
こ
と
で
、
彼
等
を
特
に
優
遇
し
た

　
　
爾
者
を
比
較
す
る
と
實
に
よ
く
似
て
い
る
。
乃
ち
占
田
と
は
戸
主
に
甥
す
る
給
　
　
こ
と
は
、
征
服
王
朝
と
し
て
の
政
策
が
、
北
魏
よ
り
は
一
暦
積
極
的
で
あ
つ
た

　
　
田
で
、
從
つ
て
占
田
者
か
ら
は
戸
調
を
徴
集
し
た
。
こ
れ
は
井
田
法
の
夫
家
の
　
　
こ
と
。
北
齊
均
田
法
規
中
の
墾
田
は
新
開
墾
地
の
こ
と
で
は
な
く
、
輩
煮
る
受
、

　
　
土
地
給
與
法
に
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
課
田
と
は
戸
主
以
外
の
同
居
者
の
丁
男
、
　
田
の
意
味
で
あ
る
こ
と
、
北
魏
北
齊
の
牛
に
鍬
す
る
給
田
は
富
豪
の
大
土
地
所

　
　
丁
女
、
次
丁
男
に
蜀
す
る
給
田
で
、
從
つ
て
戸
調
は
徴
集
し
な
い
。
こ
れ
は
井
　
　
有
制
限
の
意
圖
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　
　
田
法
の
鯨
夫
に
封
す
る
給
田
に
相
當
す
る
。
課
田
者
の
申
で
も
、
次
丁
鋸
が
丁
　
　
　
③
’
力
役
制
度
で
は
、
歳
役
と
雑
役
（
雑
揺
の
桶
種
）
と
の
匠
別
が
端
魏
の

　
　
男
の
孚
分
の
給
田
額
に
な
つ
て
い
る
の
は
、
力
役
の
賦
課
が
孚
分
な
る
が
た
め
　
　
時
に
出
來
た
が
、
歳
役
の
代
償
制
度
と
し
て
の
庸
の
制
度
が
晴
に
な
つ
て
出
來

　
　
　
で
あ
る
。
課
と
は
力
役
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
從
つ
て
課
田
と
は
力
役
の
　
　
上
り
、
U
方
雑
役
の
代
償
た
る
資
課
の
制
度
も
晴
に
成
立
し
た
。
唐
に
お
い
て



　
　
租
庸
調
、
雑
樒
の
外
に
地
税
（
北
齊
の
義
租
の
系
譜
に
犀
す
）
と
戸
税
と
が
あ
　
　
元
來
、
日
唐
の
税
役
法
申
に
お
け
る
難
樒
の
護
見
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
晋
の

　
　
り
、
こ
の
戸
税
の
起
源
が
從
來
不
明
で
あ
つ
た
の
を
、
こ
れ
が
資
課
に
由
來
す
　
　
占
課
田
法
に
饗
す
る
此
の
業
績
と
と
も
に
、
本
書
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
唐

　
　
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
な
お
日
本
で
は
、
こ
の
雄
役
に
騎
す
る
も
　
　
で
は
租
庸
…
調
の
外
に
雑
揺
が
あ
り
、
從
つ
て
唐
の
税
役
は
四
種
に
分
類
せ
ら
れ
「

　
　
の
に
仕
丁
、
采
女
が
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
日
本
で
も
奈
良
、
李
安
朝
の
政
書
類
に
は
雑
揺
が
存
在
す
る
。
然
る
に
申

　
　
　
④
　
唐
の
土
地
税
役
法
に
つ
い
て
は
、
常
に
日
本
の
律
令
と
の
關
蓮
の
上
に
　
　
國
で
は
宋
代
の
學
者
、
日
本
で
は
徳
川
時
代
の
墨
者
が
、
臼
唐
令
に
存
在
し
た

　
　
立
つ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
來
、
東
洋
史
家
は
中
國
の
部
分
の
み
を
切
離
　
　
雄
揺
の
こ
と
を
忘
却
し
て
し
ま
つ
た
。
一
体
．
こ
の
檬
な
こ
と
が
何
う
し
て
起

　
　
し
て
研
究
し
、
日
本
史
家
は
日
本
の
部
分
だ
け
を
切
離
し
て
研
究
す
る
の
が
常
　
　
つ
た
の
か
。
唐
の
楊
炎
は
、
租
、
庸
、
雑
儲
の
三
者
を
ま
と
め
て
爾
税
の
中
に
．

　
　
で
あ
つ
た
が
、
日
本
の
律
令
は
中
國
の
そ
れ
の
直
輸
入
で
あ
り
、
從
つ
て
中
國
　
　
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
調
が
入
つ
て
難
徳
が
枠
外
に
出
て
も
ま

　
　
法
で
現
在
不
明
の
箇
所
が
日
本
の
も
の
で
補
足
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
又
唐
令
　
　
つ
た
。
そ
こ
で
租
庸
調
の
三
が
爾
税
の
中
に
含
ま
れ
、
均
田
法
の
税
役
は
租
庸

　
　
の
明
確
な
知
識
に
よ
つ
て
、
日
本
が
唐
文
化
輸
入
に
際
し
て
犯
し
た
多
く
の
誤
　
　
調
の
三
つ
で
あ
つ
た
と
言
う
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
宋
代
の
學
者
は
、
司

　
　
謬
を
指
摘
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
そ
こ
で
臼
唐
令
全
般
に
つ
い
て
の
此
の
見
解
　
　
馬
光
に
し
て
屯
、
鰍
陽
脩
に
し
て
も
、
，
そ
の
檬
に
考
え
て
い
る
。
宋
代
既
に
ご

　
　
を
述
べ
る
と
、
日
本
の
班
田
法
は
、
既
に
成
務
天
皇
の
時
代
に
、
朝
廷
の
直
轄
　
．
の
檬
な
と
こ
ろ
へ
、
日
本
で
は
徳
川
時
代
に
宋
學
萬
能
で
、
日
本
の
古
典
が
鹸
　
　
「

　
　
地
に
お
い
て
、
長
地
形
の
條
里
制
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
晋
の
占
課
田
　
　
り
顧
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、
日
本
で
も
同
じ
概
念
に
と
ら
わ
れ
、
均
田
法
申
の
　
7
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法
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
大
化
改
新
の
制
度
は
第
ご
回
目
の
　
　
雑
揺
の
存
在
を
全
く
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
均
田
法
實
施
で
あ
る
。
改
新
以
後
の
制
度
は
唐
の
均
田
法
と
異
る
鮎
が
多
々
あ
　

⑥
唐
代
に
お
け
る
課
の
意
昧
は
力
役
で
、
唐
代
で
課
役
と
言
つ
た
場
合
は
、

　
　
り
、
そ
の
こ
と
に
關
し
て
、
奮
來
、
日
本
史
家
は
日
本
の
給
田
が
唐
に
比
し
て
　
　
必
す
歳
役
と
雑
樒
と
の
二
つ
を
含
む
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
從
つ
て
唐
代

　
　
著
し
く
均
分
主
義
で
あ
る
こ
と
に
重
大
な
意
義
を
認
め
て
、
こ
れ
は
我
國
濁
特
　
　
の
課
ロ
き
不
課
口
は
、
こ
の
二
つ
の
力
役
の
課
、
不
課
に
よ
つ
て
匠
別
せ
ら
れ

　
　
の
立
法
精
騨
に
基
く
も
の
で
、
人
民
の
生
活
保
障
を
主
眼
と
す
る
爲
政
者
の
仁
　
　
る
。
課
が
力
役
の
意
昧
な
る
こ
と
は
、
唐
代
も
そ
れ
以
前
も
皆
同
じ
こ
と
で
あ

　
　
慈
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
然
し
日
唐
令
を
比
較
樹
照
し
て
得
　
　
る
。
然
る
に
從
來
、
課
役
に
は
、
力
役
以
外
に
租
調
を
屯
含
む
と
解
せ
ら
れ
た

　
　
た
結
論
で
は
、
日
本
の
唐
文
化
受
容
の
際
に
幾
多
の
誤
謬
が
認
め
ら
れ
、
臼
本
　
　
た
め
に
混
臨
を
生
じ
た
。
均
田
法
に
お
い
て
は
、
力
役
を
免
す
る
こ
と
は
あ
つ

　
　
に
お
け
る
給
田
が
均
分
主
義
と
な
つ
た
所
以
も
、
實
は
日
本
に
お
い
て
は
丁
申
、
　
て
も
、
租
調
を
免
す
る
こ
と
は
無
，
か
つ
た
と
断
定
し
て
い
る
。

　
　
老
疾
の
匠
別
が
不
分
明
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
結
果
で
、
こ
の
た
め
日
本
　
　
　
⑦
　
中
國
の
戸
籍
は
周
代
か
ら
あ
る
が
、
均
田
法
實
施
花
俘
い
給
田
と
切
り

　
　
で
は
、
受
田
の
権
利
と
税
役
負
澹
の
義
務
と
が
不
公
李
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
　
　
離
せ
な
い
様
に
な
り
、
戸
籍
は
土
地
台
帳
の
役
割
を
も
象
有
し
て
、
租
調
徴
集

　
　
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
資
料
と
な
つ
た
。
而
し
別
に
丁
中
制
に
よ
つ
て
、
力
役
を
課
す
る
た
め
に
計

ヨ

5
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⑤
　
先
に
晋
の
税
役
法
の
中
で
述
べ
た
課
役
に
關
す
る
氏
一
流
の
見
解
は
、
　
　
帳
が
作
ら
れ
た
（
西
魏
の
蘇
緯
の
時
）
。
力
役
中
で
も
、
地
方
聴
關
係
の
難
揺



4
　
催
課
の
た
め
に
は
、
更
に
差
科
簿
が
作
ら
れ
た
。
日
本
で
は
、
戸
籍
と
計
帳
と
　
　
し
験
ね
る
」
と
し
て
、
種
々
の
典
擦
を
あ
げ
て
、
課
に
は
力
役
の
み
な
ら
す
、

う
5
め
裁
然
た
薩
別
を
智
な
か
つ
た
ギ
め
、
爾
者
の
蓑
が
殆
ん
ど
な
い
。
降
租
調
も
含
む
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
又
最
近
、
松
永
雅
生

　
　
つ
て
爾
税
法
時
代
に
な
る
と
、
課
税
の
客
体
は
土
地
本
位
と
な
つ
た
た
め
、
戸
　
　
氏
は
「
唐
代
の
課
に
つ
い
κ
」
（
史
淵
、
第
五
五
輯
）
の
中
で
、
唐
代
に
お
け
る

　
　
籍
は
次
第
に
田
籍
に
攣
化
し
、
宋
に
な
る
と
、
戸
籍
は
爾
税
の
野
象
た
る
人
民
　
　
課
の
用
例
を
六
種
類
に
分
け
、
課
は
力
役
に
限
ら
す
、
租
、
．
調
、
資
課
等
、
種

　
　
の
財
産
高
と
、
申
央
の
力
役
た
る
職
役
催
課
の
甥
象
た
る
丁
男
の
敷
と
を
記
載
゜
　
種
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
す
る
「
丁
口
版
籍
簿
」
「
五
等
丁
琵
簿
」
に
な
つ
て
し
ま
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
我
部
博
士
の
今
回
の
著
書
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
融
に
満
足
の
行
く
解
答
を

　
　
　
⑧
荘
園
は
官
吏
に
授
け
る
位
田
か
ら
獲
生
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
　
與
え
た
繹
の
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
こ
う
し
た
こ
と
は
、
爾
、
今
後
の
問
題

　
　
中
田
・
加
藤
爾
博
士
も
認
め
た
所
で
あ
る
が
、
氏
は
そ
の
内
容
を
更
に
具
体
的
　
　
と
し
て
残
る
謬
で
あ
る
が
、
唯
博
士
の
立
論
が
、
日
本
申
國
を
含
め
て
の
廣
い

　
　
に
掻
充
し
て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
こ
う
し
た
位
田
は
、
寛
郷
に
お
い
て
、
詰
り
　
　
地
盤
の
上
に
立
つ
て
い
る
こ
と
、
均
田
法
を
井
田
法
と
の
關
蓮
に
お
い
て
解
明

　
　
田
舎
で
、
無
主
の
荒
地
を
割
當
て
、
新
に
開
墾
さ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
　
　
し
た
こ
と
、
又
こ
う
し
た
見
透
し
の
上
か
ら
、
種
々
新
解
繹
が
行
わ
れ
た
こ
と

　
　
威
に
別
荘
を
設
け
た
か
ら
、
荘
田
、
蕪
園
の
名
が
生
れ
た
。
故
に
荘
園
は
畢
寛
、
　
等
の
馳
は
、
燈
か
に
此
方
面
に
お
け
る
大
き
な
業
績
と
言
え
る
。
叉
漢
代
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
品
官
者
の
位
田
で
、
未
開
墾
地
の
永
業
田
乏
言
う
こ
と
に
な
る
。
永
業
田
で
あ
　
　
に
限
田
制
が
行
わ
れ
ん
と
し
て
行
い
得
す
、
酒
々
た
る
大
土
地
私
有
獲
展
の
流
　
　
一

　
　
る
か
ら
、
年
々
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
此
慮
に
佃
客
を
お
い
て
耕
作
せ
し
め
　
　
れ
の
中
に
、
職
臨
、
荒
塵
、
と
言
つ
た
非
常
事
態
に
よ
つ
て
招
來
さ
れ
た
幾
つ
　
7
4

　
　
る
か
ら
、
重
賦
に
悩
ん
で
い
る
百
姓
が
逃
散
し
て
、
蕪
園
に
流
れ
込
ん
で
來
る
。
　
か
の
噺
暦
が
生
じ
、
國
家
の
土
地
人
民
把
握
の
措
置
と
し
て
採
ら
れ
た
均
田
制
　
　
「

　
　
か
く
し
て
隠
漏
が
獲
生
す
る
。
豪
強
の
兼
併
と
言
う
こ
と
が
、
こ
う
し
た
過
程
　
　
は
、
概
し
て
常
に
短
期
聞
の
生
命
を
保
ち
得
た
に
過
ぎ
す
、
全
般
と
し
て
、
魅

　
　
を
纏
て
擾
大
さ
れ
て
來
、
均
田
制
の
崩
壊
を
招
來
す
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
日
　
　
會
経
濟
の
流
れ
は
、
大
土
地
所
有
制
の
た
え
ざ
る
襲
展
の
方
向
に
向
つ
て
お
り
、

　
　
本
も
中
國
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
が
本
書
の
要
旨
で
あ
る
。
　
、
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
の
中
に
在
つ
て
、
均
田
制
そ
の
も
の
の
有
す
る
意
義
が

　
　
　
但
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
氏
が
多
く
の
墨
術
雑
誌
に
襲
表
し
て
來
た
論
述
を
集
　
　
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
一
層
重
要
な
も
の
で
あ
・

　
　
大
成
し
、
又
一
部
前
読
を
訂
正
し
た
竜
の
で
あ
つ
て
q
此
の
説
に
つ
い
て
は
な
　
　
り
、
こ
う
し
た
方
面
で
、
均
田
制
の
崩
壌
の
理
由
、
蕪
園
制
の
起
源
等
に
關
す

　
　
お
若
干
の
反
論
も
あ
る
。
例
え
ば
仁
井
田
陞
博
士
の
「
唐
律
令
上
の
課
役
制
度
　
　
る
氏
の
見
解
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
本
書
の
主
題
の
性
質
上
、

　
　
；
曾
我
部
教
授
の
新
説
を
讃
み
て
」
（
史
學
雑
誌
、
五
六
の
三
）
に
お
い
て
　
　
制
度
史
的
な
面
に
重
鮎
が
置
か
れ
る
の
は
止
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
此
融
、

　
　
は
「
曾
我
部
氏
の
諸
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
晴
唐
以
前
及
び
爾
税
法
以
後
の
唐
　
　
、
今
後
、
更
に
氏
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
西
村
元
佑
）

　
　
代
の
問
題
に
關
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
往
々
示
唆
の
存
す
る
こ
と
は
認
め
る

　
　
が
、
然
し
此
の
立
論
の
出
焚
馳
は
、
殆
ど
常
に
唐
律
令
制
上
の
課
役
制
に
在
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
’

　
　
氏
が
課
と
あ
る
電
の
を
以
て
、
一
貫
し
て
…
薙
揺
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
は
賛
威


